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(

5) 

Ibid., vol. Ill, 

p. 

4
0
.
. P. R

a
m
u
s

 ;

'.-williafnGodwin, 

d'o
r Theoretiker

§T
S kommunistischen 

A
n
&
h
i
s
m
u
s
,

 

1907 .

は
こ
の
よ 

う
な
見
解
を
ど
る
ょ
う
だ
が
、
'筆
者
は
ま
だ
見
太
い
な
い
ァ
な
お
ー
：「

政
治
的
正
義j

:

と
バ
ー
ク
のvindication?

と
：の
関
係
に
ろ
い
て
：、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
は
次 

.
の
ょ
う
に
説
明
し
て
い
.る
，「

ゴ
ド
ウ
ィ

.ン
ぽ
あ
る
点
ま
で
パ
：丨
ク
を
追
い
、

そ
れ
か
ら
彼
に
反
論
す
.る
ょ
う
に
変
？
た
：。へ
4
 

政
府
の
三
つ 

へ

<D
-
可
能
な
型
を
.と
り
あ
げ
-
全
て
政
府
は
等
し
く
惡
.で
あ
る
.こ
と
を
示
し
、
わ
れ
わ
れ
，は

"完
全
な
自
由——

無
政
府
の
状
態——

を
擁
護
す
る
"
べ
き
だ
と 

•い
う
こ
ど
を
帰
謬
法
に
ょ
-p
て
.暗
示
す
る
こ
、と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
ー
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
云
うanarchy (

anarchism

即 

ち
統
治
の
制
度
の
な
い
社
会
と
混
同
し
て
は
な
ら
..ぬ)

.、

.
誰
も
が
好
き
な
こ
と
を
行
う
の
に
全
.く
自
由
な
状
態
の
弁
護
.で
あ
る
。
.''
.こ
れ
ほ
ど
ゴ
F'
ウ
イ
ゾ

が
嫌 

つ
'た
も
の
は
な
い
"0
:彼
は
社
会
.の
可
能
な
窮
極
の
形
態
と
し
て
、
公
共
善
の
た
め
の
自
発
的
.，な
自
己
規
制
が
制
度
を
余
計
な
も
の
と
す
る
ょ
う
な
社
会
を
考
え 

る
。
た
/4
し
、
こ
の
，窮

^
の
形
態
.に
至
る
ま
で
は「

教
育
と
準
備
の
長
1:
'
形
成
期
が
必
要
で
あ
る
。
彼
め
問
題
は
'.
：'
既
存
の
も
の
で
あ
る
に
せ
ょ
.な
い
に
せ 

ょ
、
教
育
と
準
備
の
過
程
を
助
け
る
政
治
制
度
の
：形
態
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

Ibid., V
O
L
I
n
^̂

:
<
6
)
.

パ
ー
ク
に
ょ
れ
ば
、：
実
定
制
度
で
は
な
く
、
自
然
：の
.慾
望
:\
'
本
能
に
基
づ
ぐ
社
会
が
自
然
社
会
で
あ
り
.、
法
律
に
ょ
'つ
て
結
ば
れ
る
の
が
政
治
社
会
で
あ 

'る
。
A
:
v
.
i
n
d
i
c
a

«r
+
-
l
o
n
o
f
'

'^
a
t
u
r
a
l

O3
o
c
i2 .
y
-
:
.
〇
r'*
.
a 

.view. of. 

t
l
l
<T
>
:
g5-
g
j
.
l
<l
>
s
.
: 

and JEvils arising, to.Mankind.

.
 from..

-'E
v
e
r
y
:

coI}ecies

OMS 

ArUScial 

society. In a L
e
t
t
e
r

C+
-0

Ir
o
r
d
 

*
t
 
き

cr
y a late noble writer, 

1756. 

c
/
i

 

T

r

of 

U1
<Dwi

JQlltwonourable E
d
m
u
n
d

 

.-wtlrke'a.n

a>w.edition'1815, vol. .

'^p'12'.'

...

(

7 
丫
ン w

,

o
o
d 名 in.political

''.Justice,

'
 V

O
L
.
L

. p
^
.
l 

i.2. 〜

.

4...

C
8

) 

c

t̂-
l
.
b
i
d
.
,

 vol. 

Ill, pp. 4
0
—
41. 

,

(

9) 

Ibid., 

vol.II, p. 

52.

K

) 

Ibid., 

p. 

66.

(

11) 

Ibid., 

p
p
.
13
2 〜

3. 

p

. 

I
.
, ,
 p

,
137.

13) 

I
, 
r
p
. 

306., 

'

(

14) 

Ibid., 

pp. 

3
0
0

〜
314. 

’ 

、

(

15)

.
s
d
.
,

 up. 

545~6.

資 • 料

ジ

ョ

ン

r

フ

ラ

ン

シ

ス

..
:
ブ

レ

ィ

:'
-
.

(

ー
5 -
,

■
目

次

一

..
.

■'

■

:

1

発
見
史

(

第
一
号

)

.
'

;

:
. ■ U

 

文
献
目
録

.,

.

:

A 

著
書

(

第
.
ー、.
-1
,
号
'- 

•
 

.B

草
稿
お
よ
び
資
料

(

第
二
.号)

.

?研究文献

(

本号

)

-'

-

ン

三

評

伝

(
j

部
本
号
：
以
下
次
号

)

.

四
主
著
研
究

'

.
V

.
: ニ

文

：献

自

録

C

承
前

)

.

.
- 

C
.既
究
文
献

:.
ブ
レ
イ
に
関
す
る
研
究
文
献
中
，
主
要
^
も
の
を
以
下
に
掲
出
ず
る
。
そ
の 

大
部
分
は
す
で
に
典
拠
と
し
て
引
用
ざ
れ
た
：も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に(

1)

単 

行
本
中
に
フ
V
イ
に
■関
し
て
と
.く
べ
.つ
0
章
を
も
ヶ
.げ
て
論
じ
.て
.あ
_る
.も
.の
.は 

も
と
よ
り
、
も
ぅ
け
な
い
ま
で
も
重
要
だ
論
及
ゆ
あ
る
も
の
、
つ
ぎ
に(

2)

雑
.
 

誌
論
文
を
掲
げ
る
。パ 

-
V .

遊

部

久

蔵

ジ
B
ン

フ

ラ
ソ

シ

ス

ブ

レ

c
r)

.：'著
：'
書
'

:

.

:

...

.. 

.

⑴ 

M
a
r
x
,
.

 K
a
r
l
;

 

M
i
s
.
r
e

 

de 

la 

&
i
l
o
s
o
p
h
i
e
.

 

R
-S
'
o
n
s
e

 
一 

la 

philosophie 

de 

la 

mis§
r

や de 

M
.

 

P
r
o
u
d
h
o
n
.

 

Paris., 

A
.

 

F
r
a
n
c
k
.
—

 

■
Brukelles> cv;G.

:..:vogeler' 1847.:.
〔Das.:.Elend der./.philoso-phie. 

Stuttgart, Dietz. 

10 0
0 0

5
.

〕

.邦
訳『

マ
ル
ク
ス
•
エ.ン
ゲ
ル
ス
全
集』

第
四
巻
、
 

大
月
書
店
、
昭
和
三
五
年
"
そ
の
他
。
本
稿
：1:発
見
史
参
照
。

:

⑵ 

F
o
x
w
e
l
l
，
H
.

 S. 

: 

Introduction. 

A
,

 M
e
n
g
e
r
; 

T
h
e

 

R
i
g
h
t

 

to 

the 

W
K
O
l
e

 p
r
o
d
l
l
c
e
o
f

 

L
a
b
§

r
'

 translated 

b
y

 

M
.

 

E. 

T
a
n
n
e
r

 

,with- ap.introd.uction.-and .bibliography.、b
y

 

n
*'
.
s
.
.

 .JFOXWel.l. ..Lon­

d
on: 

M
a
c
m
i
l
l
a
n

 

00
. 1899.

メ
ン
ガ
ー
の
ド
ィ
ッ
語
原
本
は
左
め
如
く
で
あ
る
。

:'
■'

M
e
n
g
e
r
,

 

A
.
; 

D
a
s

 

R
S
I
l
t

 

a
u
f

 d
e
n

 

vollen 

Arbeitsertragv seine 

oqeschiqhtiiclle 

Darstellungv .Stuttgart 

u
n
d

 

Berlin, 

J. G, c
o
t
t
a
r

 

Mche 

B
PJ
c
s
a
n
d
l
u
n

w'
N
a
c
h
f
o
l
s

^,
l
oo
oo
6
.

な
お
左
の
'-T

h
o
m
p
s
o
l

者

の

独

訳

お

よ

び

，
メ

 
；y
ガ

ー

著

の

邦

訳

に

も

F0X- 

|
1
1
.
,
の
序
文
が
附
ざ
れ
て
.'い、る
？
'.
'
:
.
'
;

へ

四

ル

P
1五
七)

ン



Thompson,, .
w
.
u
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n

oq
自

自

Bi
® Gr

u
n
d
s

 

叱

 t
z
e

cuer Ver- 

teilun 
的
：

des Keichtums zu ■
besondererwef

o:rd

(t>.rung 

menschlichs 

G
lcl
lo'
k
s
.
 .'.iibersetzt :nach .'de:r

<t)ngl.ischenori

oqina.lausga.be'

Q
8
2
4

)

,:
':
.. 

von 

O
s
w
a
l
d

 

Q
O
&
B
P
S
. 

 ̂

GescKichte der 

sozialistisclben 

 ̂

^
.
o
y 

•
 

OT- 

.verla

oq...TOn".R:..
t-,

vprager. 

.

'.
森

戸

辰

男

訳『

全

篇

収

益

権

史

論』

，
•弘
文
堂
、
犬

IE
—*
三
年

。
.

メ
シ
ガ
ー
は
ブ
レ
ィ
に
つ
い
て
第
五
章
タム

•ス
ン
中
に
お
い
て
わ
ず
か
に
言

.
 

及
し
て
い
.る
だ
.け
，
で

あ

る

が

、
.フ
ォ
ク
ス
ゥ

.ェ
ル
.は
英
訳
の
：
-0
13. 

i
x
v
l
l
x
x
i

 

に
お
い
て
論
及
し
て
い
る

0
;

‘ 

：

M
W .Quack, 

.
 John'.Francis. Bray. (. 〔D

u
t
c
h
〕
pamphlet.)

.

. 

pp. 24, 

1903.

‘
未
見
。
な

お

<o
cl
a
c
kは
左
記
の
著
書
中
に
，お
い
て
も
ブ
レ
ィ
に
つ
い
て
論 

及
し
て
い
る
ょ
ぅ
で
あ
る
が

.

(Prichard...P. 

7.) 、

同
■じ
く
未
見

。
‘

の uack, H.P.G

:,D
e

coocialisten

...personen en 

stelsels, 

100
9
9
- 

1901. 

、

■'

⑷ 

Lowenthal, 

wsther; 

T
h
e

s?cardian 

socialists. 

Studies 
in History, E

c
o
a
o
m
i
s

 a
nd Public 

L
a
w

 edited 

b
y

 

the 

Faculty 

of. Political 

Science .of Columbia 

University, 

vol. 

XL.V.I. 

No...

1
,
N
e
w

 

York, C
olumbia 

university. 

1911.

本
書
は
ブ
レ
ィ
に
つ
い
て
、

0
1
. y. 

?

00
4丨
l
o
pで
論
じ
て
い
る
。

(5.Beer,Max; 

.A. H
i
s
t
o
r
y

2,
g
2.
sr
.
.
^

socialism. 

V61. 

I. L
o
n
­

don: 
o
r Bell 

 ̂

w
o
s
. 

1
9
S

五
.〇

P
I五
八)

P
a
r
t

 

II, 

c
h
a
p
.

 

S
I
. S. 

pp. 

236-244.

•(
6
. Beer,.

g

s; 

J
o
h
n

 

F
r
a
n
c
i
s B

r
a
y
.

 E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
a

 of Social 

s
c

s-ncesv edited
、

苳

E.B;
A
, 

s
i
g
m
a
t
l
，
vol.II. 

N
e
w

 Y
o
r
k
.

 

T
h
e

.

.

.

.

.

(7:oole>'G.D.H.;.

へ.

Socialist 

ベ

 T
h
o
u
g
h
t
'

 The. Forerunners. .17891. 

100
5
0
. A 

H
i
s
t
o
r
y

 
0
^
. 

0̂

.̂ L

 

L
o
n
d
o
n
:
M
a
c
m
i
-

 

11 a
n

 

か 

Co. 

1
9
5
3
， 

o
h
ap. 

XII. 

p
p
；
1
3
2
-
9
'
.

 ̂

Ll.oyd-priehard,,M. 

.F.;“ 

Întroduction... .
J
.

、F
，B

r
a
y
;

 

.A. 

<:o
y

 ag
e 

f
r
o
m

 

u
t
o

w-ia; 

edited 

w
i
t
h

 

a
n

 

Introduction 

b
y

 

M
,

 

F. 

L
l
o
y
d
-
p
r
i
c

-trard. 

L
o
n
d
o
n

 “
L
a
w
r
e
n
c
e

 

&

 

w
i
s
h
a
r
t
,

E
5
7
.

.

も
っ
.
.
>も
要
領
を
得
た
評
伝
へ
ぎ
.

.

7丨
C O
Q
,
.

)

。

へ
：
，

な
.お
左
記
の
'『

労
働
の
木
当
な
処
遇

.

』

1
.
1
.
.

訳
書
に
そ

1れ
ぞ

れ

撮

載

さ

.れ

て

い
 

る
ブ
レ
ィ
研
究
に

つ

い

て

は
す
で
に
文
献
目
録

<
5に
お
い
.て
の
ベ
た
。

(9
ba
e
e
r
.

 M
a
x

 : 

Hinieitung. D
i
e

oギ
02.
防
&
.
0ぼ

^

»-
2-
.3
0̂

peri- 

ode 

u
n
d

 

J. 

F. 

B
r
a
y
,

 

J. ..F. 

Bray.; Die.Leiden, 

der Arbeiterklasse 

u
n
d

 

ihr 

H
e
i
l
m
i
t
t
e
i
,
k
n
g
e
i
e
i
t
e
t

 

u.nd 

iibersetz

c-*
-

く on

 

I\1 

Beer. 

Leipzig: 

V
e
r

 lag 

v
o
n

 

c. L
.

ffi
i
r
s
c
h
f
e
l
d

 1920.

こ
の
序
文(S3.

1
1
3
0
.

)

は
ブ
レ
ィ
の
背
景
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
 

ブ
レ
ィ
自
身
に

.つ
い
て
.は
論
じ
て
い
な
い
。

00
)

,約
翰

•
勃
雷
著
、
袁

賢

能

訳『

対
労
働
的
迫
害
及
其
救
治
方
案
或
強
権 

時
代
与
公
理
時
代』

、
北
京
、
生

活

.
読

書

*.
新
知
三
联

.書
店
、

一
九
五
八
¥
。
 

ソ

速
版
序(

卢
森
貝
著)

の
李
延
探
訳
ニ
ー
ー
七
頁)

。
ブ
レ
イ
の
咯
伝
と

本
書
の
解
題
。，

邦
文

.の
研
究
は
き
_わ
め
て
乏
し
い
。
左
記
の
.も
の
が
や
や
く
わ
し
い
研
究
で 

あ
る
。
.

(1
1

)

維
由
誠
一
著『

.正
統
学
派
経
済
学
説
研
究』

岩
波
書
店
、大
正
.一
.五
年
。
 

第
四
篇
、
リ
ヵ
ア
ド
ォ
.派
社
会
主
義
概
論(

四
ぎ
五
丨
五
ー
ご
昏)

中
、
ブ
レ 

イ

(

四
八
四
f
四
九
九
頁)

。

.

-

、,'
.
.
:
.

02
)

堀
経
夫
1
:

『

リ
ヵ
ア
ゼ
派
社
会
主
義』

''
日
本
評
論
社
、
'昭
和
三
年
。

.

第
五
章
：
ジ
ョ
；ン

•
ラ
ラ
シ
シ
ス
.
•ブ
レ
イ■

(

1
ニ
ニ
ー
ー
三
0
頁

0
;

.
■(
1
3
)'.
.水
由

洋

著

^
会
思
姻
史
の
旅』

'
.日
本
評
論
新
社
、
-:
:'昭
5
ーー'ー
,
 

は
じ
め

^
プ
レ
イ
の
文
献
や
生
涯
に
め
い
て
邦
文
で
が
が
れ
た
も
の
^

ー
五
:.
'
. 

六—
1

六
二
頁)

。
私
が
プ
レ
イ
に
関
ず
る
資
料
の
所
在
を

.し
：つ
た
の
は
本
書
，に

よ
る
。
'

：.

:

■

.

;
:,'
:
..:

B
:

水
田
洋
、
水

田

珠

枝

著

『

社
会
主
義
思
想
史』

東
洋
経
済
新
報
社'

昭

：. 

和
三
三
年。

.
/
.

ブ
レ
イ
.の
思
想
が
敗
四
章
、：'

^

^

1

会
主
義
中
の
；
.
3

不
采
リ
ス)

に
奴
ハ
て 

ホ
ジ
ス
キ
ン
と
と
V
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。(

一
一
九
五—

ニ
〇
三
頁)

.

y
(

2

)

.論

文

u Edwards, John ; 

John Francis Bray.Hhe: Socialist 

R
e
­

view; Nov. Dec., 

1916.

§
 329—41

.

は
じ
め
て
一
八
五
〇
年
ま
で
の
ブ
レ
イ
の
生
涯
が
た
ど
ら
れ 

て
い
.る
。：
そ
の
典
拠
は
リ
ー
ズ
，で
発
見
さ
れ
た
ブ
レ
イ
の
弟
た
ち
の
兄
あ
て
書

翰
で
ぁ
る
。

■

'
は

.
■'

Jolliffs,

:̂
.
F
.

F
r

心 shr 

L
i
&
t

.

.

0
0

 ..John.: ..,.pra,ncis.

td
.
r
a
v
v

.シ
'
3ン
:*
7,
ラ
ン
^
ス
.
•
フ
レ.イ

(

三)

Au
t
h
o
r of L

a
b
o
u
r
’s 

W
r
o
n
g
s
: and 

L
a
b
o
u
r

w-*
R
e
m
e
d
y
.

 

Economic

.PP. 2
4
0
-
4
,

こ

れ

は

ニ

年

前

の

‘
一

九

三

七

年

に

お

.
け

る

ア

グ

ニ

ス

•
イ
ン
グ 

リ
ス
に
よ
るP

o
n
t
i
a
c

で
の
ブ
レ
，イ
資
料
の
発
見
を
も
と
に
し
た
中
間
報
告
。

.

.

.
I
.
, 

- 

'

■,
M
'
G
:
r
>
:
:
,
:

£2...''JolliATe,、. M. 

0̂
^
3
 

w
e
- 

v
i
e
w

 for Social History, 

v
o
l
.
I
V
.

 

Aug., 

i939. 

'

p
p
,

1—

300
,
:ブ
レ
イ
が
；
ア
メ
リ
カ
の

_新
聞
に
寄

||
.し
た
ー
七
篤
の
論
説
と

/ 

評
伝
：。

2
と
同
よ

.ぅ
イ
ン
グ
リ
ス
の
資
料
発
見
に
負
っ
て
い
る
。

評
伝
は 

** v
o
y
a
g
e

.-I
ntroduction

の
評
伝
の
基
礎
と
な
っ
た
も
：の
。

3

 

Carr, H. 

J

:.Jplm Francis Bray. 

Economica. 

Vol. 

VII.

.

No. 28, N
G
\
T
.
,
s
4
a

 

:
v 

:
 

pp.; 397-415.:

評
伝
。
''
\ 

.

介

おB
r
a
y

 

M
a
t
e
r
i
a
l

を
は
じ
め
と
す
る
ブ
レ
イ
め
草
稿
お
よ
び
資
料 

(

文
献
目
録

B
参
照)

に

附

，
せ

ら

れ

た

ア

グ

ニ

ス

•
イ
ン
グ
リ
ス
の
覚
書
が
大
へ

ん

参

考

と

：な

る
。
：

'
'
:
’
.
:
:
:
: 

：

.

ノ
 

'
へ

.
 

,
 

.

.

. 

、-
 

■

.
-
 

'
 

V
,

:
.

;:
:

.

三
:

評
:.
''

伝
'.

; -
:

:.
.

:

•

,

 

.
'

■

:
•

ま
え
が
き

JM
下
^
ブ
レ
イ
の
簡
単
な
評
伝
で
あ
る
が

-.
'
主
と
し
て
ブ
.レ
イ
の
個
人
的
生 

.涯
を
た
ど

..っ
た
。
'_彼
0
.生
涯
を
イ
ギ
リ
ソ
ス
、

ア

メ

リ

.̂
の
社
会
運
動
史
お
よ

.び
:
. 

'労
働
運
動
史

.の
な
.か
.
て

位

置

づ

け

る

こ

と

は

容

易

で

な

い

.；。
と..い.ぅ
.の
，..
は

.、
彼

の：' 

活

動
.が
.'}
5
.
'
な

り

地

方

的

-
イ
1ギ
リ

.
ス

で

は

..リ

ー

ズ

、

ア

メ

リ

カ

‘で
は

：
，
'
、
シ

，ガ

五1
(

ニ

五

九

)



ジ.ョソ，フ.ラ■ンシス•ブレイ，.

1822 年。 ,

(”A  Voyage from Utopia " 
1957 より。）.

ジョン•フ7 ソ•ンス•ブレイ,
1893年ごろ。

(** A  Voyage from Utopia n 
1957より9)

ン
I

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
派
手
な
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
の 

参
照
し
た
文
献
も
か
ぎ
ら

.れ
て
い
る
。

'

(

こ
の
点
は
ず
で
に
文
献
目
録
の
記
述
：に 

さ
い

し
て
し
る
し
た
。)

以
下
の
叙
述
七
お
いV

は
、
参
照
さ
れ
だ
文
献
は
上
記

- 

' 

' 五 
ニ 

(
I
H
C
O
)

の
.文
献
目
録
に
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
とv

べ
つ
の
場
含
を
の
*そ
い
て 

、
は

い

ち

い

ち

典

拠

を

し

_る
さ
な
か

0
た
。
今
日
ま
で
：の
；と
こ
ろ
，
ブ
レ
.イ
の
ま 

と

t'
っ
た
唯
一
の
評
伝
は
、r

ユ
ー
ト
ゥ
ピ
ァ
か
ら
の
航
海
ド
.
に
附
せ
ら
れ
た 

:
卩
..イ
ド：•.

プ
乂
チ
ャ

I
:ド(

の
^
文
：で
ぁ
.か
。
-;
'
:
:

'

.

.

な
お
典
拠
を
し
る
す
に
さ
い
し
て
使
用
さ
れ
た
略
号
は
.、
文
献
目
録
に
お
け 

る
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
の
べ
ら
れ
た
説
明

.：(

本
誌
、
第
一
号
、
五
六 

頁
。)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

.
ブ
レ
イ
の
著
書
の

‘説
明
は
文
献
目
録

<
に
.お
い

.て
な
さ
れ
た
の
.で
、
.評
伝
に

.
 

お
■い
て
は
さ
け
た

。
'

評
伝
の
対
象
は
左
の
三
つ
の
時
期
に
わ
け
ら
：れ
る

。

.

.

一
，
第
ー
细
，彳

.出
生
よ
り
渡
英
文

.で

：

(

一.八
0
^
 ̂

,
 

.
:
«
:
1
:

期

::
/
.
.
イ
.ギ
リ
ん
で
の̂

.

'.
ン
第
H期

：：

帰
米
後
の
生
活
：n <

四
'！:

で

.

.

.
;.

..

.

.第

|
期

.
出
生
よ
り
渡
英
ま
で
ニ
八
〇
九
丨
ー
八
ー
三)

ブ
レ
イ

•の
家
族
に
関
す
る
現
存
の
：資
料
に
よ
る
と
、
彼
の
父
母
、
弟
妹
は
つ 

ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
ハ
义
のJohn B

r
a
y

と

母

のSarah H
u
n
t

と
は
ヮ

シ

ン 

ト

シ

：
で

ー

八

〇

八

年

九

月

ニ

：

-
1日
に
結
婚
し
た

.。
'父
は
イ
ギ
リ
ス
人
で

l
A
o 

五
年
に
渡
米
し
た
。
母
は
ア
メ
リ
ヵ
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
コ
ー
ル
/の
の
ベ
る
よ 

ぅ

^

7レ
イ
は

t a

.rl

H>A
m
e
r
i
c
a
n

 
;

で
あ
る
。
■父
の
祖
先
は
な
.が
い
時
代 

に
わ

た

っ
'て

Y
o
r
k
s
h
i
r
e

の

H
udders

tft
e
l
d

の

近

辺

，
で

農

民

お

よ

び

布

製
 

造
業
者
で
あ
つ
た
。彼
の
父
は
舞
台

L

で
あ
り

,
一
，
九

世

紀

の

は

じ

め

に

ワ

シ

ン
■ト
ン
の
：No

o
d
.
a
n
d

■一
 

w
k
r
r
e
n
'
o
o
m
p
a
n
y
-
.

に
よ
つ
.て
雇
わ
れ
た

:0
.彼
の 

e
も
女
優
お
よ
び
踊
子
で
あ

'っ
た
。
母
は
あ
る
舞
踏
学
校
を
も
っ
て
い
た
俳
優 

の

W
i
l
l
i
a
m

 

F
r
a
n
c
i
s

の
養
女
で
あ
る
。
.ふ
た
り
は
ボ
ス
ト
ン
のFederal' 

Street 

T
h
e
a
t
r
e

で
は
た
ら
い
た
。

長
毎
の
ジ
ョ
ン
は
一
八
〇
九
年
六
月
一
一 

六
日
に
ヮ
シ
ン
ト
ン
で
ぅ
ま
れ
た
。彼
に
は
一
一
人
の
妹
と
四
人
の
弟
と
が
あ
る

0 

,
長

女

E
m
m
a

 Jophia 

B
r
a
y

 

(

一
八
一
〇
年 
一

―■■
月

一

八

日

丨

ー

八

三

四

年
 

一
〇
月
三
一
日)

次

女

Frances A
n
n
e

 Bray'

ニ

八一

一
一
年
一
一
一
月
五
日
丨
ー
八
H
セ
年
一

〇
月
ニ

-一
日)

..
 

•

次

男

W
ill

i
a
m

 

H
e
n
r
y

 B
r
a
y

 (
1

八

一

四
年
一
〇
月
ー
.ー
四
日

—

一

八

一

七 

年

三

月

一

六

日

)

'.
.
 

.

•

;
'• 

三

男 

Charles Frederick B
r
a
y

 (

一

八

一

六

年

一

一

，
月

五

日

—

|

八
八
ー
ー
ー 

年

：一.

月
八
日)

'
：

四

男

E
d
g
a
r

 iMorrall Br-ay 

(
一

八 
一
A
年
九
月
六
日
丨
？)

.五

男

E
d
w
i
n

 W
i
l
l
i
a
m

 Wray. C

一
；
八

1

1〇
年
四

-̂
八
日—

一
八
六1.1

年
五
..

月
九
日

> 

:
■

ブ
レ
ィ
は
弗

#,
に
長
命
で

--
九
世
紀
を
生
き
つ
く
し
た
感
じ
が
あ
る
が
、
彼 

の
弟
妹
は
三
男
，
五
男
を
の
ぞ
い
て
は
短
命
で
あ
っ
た
。
し
ば
し
ば
評
伝
中
に 

あ
ら
わ
れ
る
'
一
一
與
の
チ
ヤ
I
ル
ズ
の
#
翰
が
こ
ん
に
ち

‘保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と 

は
さ
き

.に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
.(

文
献
目
録
、

B
’lo
、BraKMaterlal, Vol.

II.)

.
 

.
 

.

ブ
レ
ィ

o
幼
少
年
時
代
の
生
活
背
景
は
劇
場
で

#
っ
た
：。
，し
.か
：
し

両

襯

の

有
.

楽
や
演
技
の
才
能
は

-
ア
グ
ニ
ス
•
ィ
ン
グ
リ
ス
の
の
べ
る
よ
ぅ
に

-

-
チ

.

ジ
ョ
ン

•
.フ
ラ
ン
シ
ス
♦プ
レ
イ

(

三)

供
た
.ち
に
ひ
ぎ
つ
が
れ
な
か
っ

'た
ょ
ぅ
で
あ
る
。：

注
ニ
,

.

.

■

;

’ 

' 

. 

.

.
.

-
 

.

.

. 

.. 

■

.

.

.

.

 

... 

....

(

.
1

)

'.
 .Family 

wecord.

.
 Br

a^Material,, .vol. 

_i-
*
: It

e
m
.

co
l
, .Folio

.:118.

'Register :
o
f
o
h
i
l
d
r
e
n
v

t>ges:ibid, Ifem. 

32, 

Folic
.

一
 122-128.

(

2

.

) 

G
.
b
.
H
.
.
. 

’.colel.:,- 
一
..

Socialist —Thought... The. Forerunners.

.1
700
9
-
1
.
00
5
0..

_

，p. 

132.

(

3)

ヵ

ー

は

ブ

：レ

イ

，
の

父

は

リ

ー

ズ

に

お

い

て

作

曲

家

お

ょ

び

歌

手

と

し

て

し

ら

れ

て

い

た

と

の

べ

.

.
て

い

る

*

0玲

1
-
.
卩

3
9
7
.

)

■ 

r 

.
 

.
 

-
, 

...

.

. 

'ニ

:

.第
一
一
期
ゝ
イ
ギ
、リ
ス
に
お
け
る
生
活(

一
八
一
—-
ニ 

|
ー
八
四
5
 

ブ
レv

は
一
八I

'
m

年
に
父

.ど

.い
っ
し
ょ
に
イ
ギ
认
ス
へ
わ
た
づ
た
。
当
時 

.父
は
病
ん
で

.■お
り
療
養
の
目
的
で
渡
英
し

.た
が
、
航
海
は
予
期
に
反
し
て
賭
康 

に
わ
る
べ
リ

~
ズ
.め
彼
の
妹
：
8

?〕

の
家
亡
：つ
い
て

1
ー
日
後
の
六
月
ー
九
日 

に
死
ん
..だ
。
婦
人
帽
製
造
業
と
裁
縫
寒
と
を
'.い
と
な
ん
で
い
た
伯
母
は
プ
レ
イ 

一
を
養
子
と
し
て
学
校
.に
い
か
せ
、
.ま
.た
一1T 、

，
四

年

間

、

は

じ
'め

Pontefract
、 

の
ち
；Se

l
b
r

で
印
刷H

と
し
て
仕
込
ん
だ
。
ブ
レ
イ
の

®
は
ー
'八
ー
ー
2£
年
六
月 

1

1九
日

：
に

死

：去

ゎ

た

。
，

1
1人
め
妹
は
伯
母
の
：家
へ
"引
取
ら
れ
た
が
肺
結
核
を
病 

ん
で
上
記
の
如
く
早
死
し
：て
い
る

"
ブ
レ
イ
は
，

「

奴
隸
労
働
の
た
め」

と
自
声 

で
し
る
し
て
い
る

。
.
 

.

ー：
<
ーーー0
年

六

及

ブ

レ

.イ
は
徒
弟

.生
活
を
.お
え
し
ば
ら
く
放
浪
生
活
に
は 

い
っ
た
。
こ
れ

.は
当
時
の
一
般
の
徒
弟
間
で
は
惯
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
巡 

固
放
浪
印

.刷
エ
；と
し
て
の
彼
の
：

「

そ
：0
日
暮
：し
の

'̂
、
生

活

体

験

扒

の

ち

に

『

^

-
.五m. 

(

ニ
六 
一
 

y

 

.



働
の
不
当
な
処
遇』

r

r

a

b

o

u

r

tn
-

*
'̂r

o
n
g
s

 

a
n
d

 

L
a
b
o
u
r
v
R
.
e
m
e
d
y

 

パ 

:
100
3
9

)

，
の
執
筆
モ
テ
ィ
.丨

フ̂

な

っ

た

，こ
：お

は

、

^

で
に
女
献
目
録
<

;

' (

同
書
：
 

の.
項
目)

に
お
い
て
：し
る
丄
た
。
す
な
わ
ち
こ
ひ
放
浪
中
に
そ
の
も
：と

で
労
_

 

，..
.者
*

か
.■

困
窮
し
て
.

い
る
不
.
.正
：

そ
れ
は
ま
さ
.

に
：._

.
t
r
a
m
p
i

w'm

に
お
い
て
.象
罾 

さ
れ
て
い
る
。——

の
考
察
に
向
い
、
そ
の
原
因
を
た
ず
ね
、
そ
の
敎
済
策
を 

発
見
し
よ
ぅ
と
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
る
,0
|
八
三
ー
一
年
ブ
レ

イ
は

リ

ー

ズ

の

伯 

母
の
家
に
が
え
り
職
を
.

え
.

た
。
'

'

ふ
"

:

■

;
.:

.

こ
の
当
時
の
ブ
I/
-

イ
の
：活
動
し
た
問
題
と
し
て
はV

新
聞
課
税
廃
止
問
題
が 

注
目
さ
れ
る
。
'

新
聞
課
税
は
労
働
者
階
級
.

に

と

っ

て

負

担

が

：
重

く

、
.
.
'
彼

等

は

と
 

ぅ
て
い
課
税
さ
れ
た
新
聞
を
購
買
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
：た
。
.ま
た
改
革
者 

;

た
-̂

が
大
衆
新
聞
を
創
設
し
よ
ぅ
と
す
る
努
カ
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
.

で
. 

.

新
聞
課
税
廃
止
の
た
め
め
運
動
が
お
き
、
お
ち
こ
ち
で
多
く
の
官
印
の
な
い
，新 

：

聞
が
印
刷
さ
れ
た
。
そ
の
刊
行
者
ど
卸
商
と
は
し
ば
し
ば
逮
捕
さ
れ
投
獄
さ
れ 

た
。

一
八
'

三
三
年
に

H
u
d
d
e
r
s
s

fl>
.
l
d

 

.で
刊
行
さ
れ
た
C

の
種
の
新
聞
、t
. 

H
h
e

 

V
o
i
c
e

 

o
f

 

t
h
e

 

W
e
s
t

 

K
i
d
i
s
3

の
刊
行
者
が
同

I

の
運
命
に
遭
遇
し
た
と 

き
，
テ
レ
イ
は
自
ら
す
す
ん
で
新
聞
の
継
続
刊
行
：の
仕
事
を
引
受
け
た
。
.彼

ば

. 

ま
た
し
ば
し
ば
書
物
と
新
聞
と
を
も
づ
て
被
検
挙
者
を
監
獄
に
慰
問
し
た
。

.
1

八
三
四
年
に
ブ
レ
イ
は
ョ
ー
ク
へ
い
き
社
会
問
題
の
研
究
を
真
剣
に
は
じ

ブ

レ

イ

は

,
一

 
八
三
五
年

一

--
■|月
か

ら

ー

八

三

六

年

ニ

月

に

か

け

て

>

|-
'

|

〒

T
i
m
e
s

ヰ

に

発

表

さ

れ

た

「

人

民

の

、
た

め

の
.五
つ

の

手

紙

」

.を

か

き

g
,
g
_

と

■ 

(

4) 

署

名

し

，
た

。
'こ
れ
ら
の
手
紙
の

.懷
題

と

そ

の

概

要

と

は

つ

，
ぎ

め

通

り

で

あ

る

0

....I 

.

.

.

「

運

動

の

精

神

」
.(；

The spirit.-of .the Movement;) 

(I 
八

三

五^
.

/ 

.五
四
'
,三

六
3
'

1

ニ
.月
一

九

日

)

こ

れ

は

；
ー
八
三
ー

7年
.の
選
举
法
改
正
案

-'
-
92,
0
3§
1「

こ
の
国
の
政
治
的
制
度
の
変
化
の
最
終
前
方
策
で
あ
る
と
い
デ
見
解
に
対
す
る 

.抗
議
で
あ
る

。
.

-

• 
:

/

,
-
-
.

「

'政
治
的
原
理
に
依
存
す
る
政
治
的
節
操

.

J

o
< 

P
&
2:
§
«—
•
o
c
p
ss
.
^
i
M 

D
e
p
e
n
d
e
n
t

o
n 'political, 

principles)..... (： 
}
八
3
六

年

|
月

九

日

)

.

.こ

.れ

は

権
 

利
の
平
等
を
論
じ
、
'政
府
と

.い
y
も
の
は
人
民
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
に
の 

み
存
す
る
と
指
摘
し
て
い
：る」

。
：
 

.
：

'

:

?

三

.「

本
源
的
権
利
と
獲
得

.さ
れ

.た
権
力」

'(=origina

'-.'Rlght..:and..A? 

quired Might.

o
.
.

 C

一
 
八
.一1

一
六
年
一
月I

一
 
一
二
日)

こ
れ
は
権
利
は
自
然
的
で
あ
り
、
 

人
間
に
国
有
で
あ

a
普
遍
的
で
あ
り
平
等
で
あ
る
と
の
ベ
て
い
る
。
政
府
ユ
権 

利
に
'関
す
る
協
定
を
な
し
と
げ
る
目
的

.で
存
在
す
る
に

.い
た
っ
た
。
各
人

4
完 

全
な
自
由
の
た

.め

.に
彼
の
権
利
の

.あ
る
-も
の
を
断
念
す
る
：か
ら
各
人
は
こ
れ
ら 

の
権
利
が
そ
れ
に
よ
づ
て
削
除
さ
れ
る

と

こ
ち
の
.法
律
の
作
成
に
発
言
権
を
も 

つ
べ
き
で
あ
る
。

.

一

四「

人
間
の
法
律
の
寘
実
の
基
礎
と
し
て
の
人
間
の
権
利」

(" H
u
m
a
n

 

Ri,ghts. the .truersisvfor 

Human. :Laws 

5

) 

(

一
八
三
六
年
一
月
三
〇
日) 

こ
れ
は
統
治
は
特
権
で
あ
る
か
ら
統
治
権
は
存
し
な
い
と
主
張
す
る
。
最
良
の 

統
治
は

..個
人
の
権
利
に
た
い
す
る
最
小
.の
抑
制
を
と
も
な
っ
て
全
政
治
的
統
一 

体
に
最
大
の
安
固
を
提
供
す

.る
統
治
で
あ
る
。
.す
べ
て
：ゆ
法
.律
の
な
か
で
意
.見 

と
ソ
い
5
単
な
る
事
柄
に
.た
い
し
て
無
資
糌
あ
る
い
は
刑
罰
を
栽
定
ず
る
法
律
ほ 

ど
専
制
的
な
も
の
は
：な
い
、.
.な
ぜ
な
ら
、「

強
カ
の
救
済
策
は
埋
性
の
立
場
で
の 

故
済
策
を
提
供
し
な
い」

か
ら
で
あ
る

。

.

五
.「

国
民
的
道
徳
は
国
民
的
自
由
に
と
ら
て
不
可
欠
で
あ
る
。j

つ

N
a
­

tional Morality
〔is〕

Essential to National Liberty.

V3(

•一
 
八
三
六
年
ニ 

'
'月一
.三
日)

こ
れ
は
不
自
然
な
制
度

.は
不
道
徳
を
生
じ
，
不
道
徳
は
不
自
然
な 

制
度
を
恒
久
化
す
る
.か
，た
む
き
が

.あ
る
と
の
ベ
て
い
る
。
道
徳
的
で
，
あ

る

た

め
 

に
.は

.*
,人
間
は
温
和
で
慈
悲
深
く
公
正
で
な
け
れ
ば

.な
ら
な

.い
，
不
道
徳
'で
あ 

る
も
の
.は
な
ん
で
も
反
対
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
ぅ
の
は
、
そ
れ
は
人
間 

‘の
権
利
、
宵
然
の
声

.お
：
よ

び

神

の

法

に

お

：い

_て
必
要
で
あ
る
か
ら

.で
あ
る
。，：

-

要

す

る

：
に

こ

の

五
;^
の
書
翰

^
お
い
て
の
べ
ら
れ
て

.い
る
.の
は
，
自
然
権
.と 

人

間

.の
■平
等

.と

..で

.あ
る

:0
.
'
:
.
.
.........

.
す
で
に
一
八
三
五
年
に
プ
レ
ィ
：は
弟

.の
チ
ャ
ー
：ル
ズ
に
彼
が
労
働
運
動
に
参 

加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
：と
し
ら
.せ
た

'が
、

一
.
八

三

七

年

の

な

か

ば

に

ョ

ー

ク
 

か
ら
.リ
ー
ズ
へ
が
克
り
政
治
的
活
動
に
参
加
し
た
。
彼
は
リ
1

ズ—

リ
ー
ズ 

:は
北
部
チ
ャ

.丨
テ
ィ
ズ
み
の
中
心
地
で

'あ
.り
、

o
o
o
m
l
o
r
:

の

"Northern 

.
s
t
a
r
':
3
.'C
D
.
.-T
I
行

さ

：
れ

た

：
都

市

■で
あ
.
.っ.'た
。
-
—
に
.

London. 
w

.o
r king "

M
e
n
™

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

の
支
部
を
設
立
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
。
こ

のAssociation 

.'のsi

的
はI

L
O
V
e
t
t

 

;に
.よ
れ
ば

I

「

都
市
お
よ
び
田
舎
の
労
働
者
階
級
の 

'赞
的
で
影
響
カ
の

..あ
る
部
分
を
ー

....
つ
の
統

..—*
体
に
引
入
れ
る

.こ
と
■で
あ
り
、....
ま
.：
 

た
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段
に
よ0:

て
す
ベ
て
の
社
会
階
級
を
し
て
平

.等
な
政
治

.
 

的

.'
*
社
会
的
権
利
を
得
せ
し
め
る
と
と
セ
あ
る
。」

さ
ら
に
：

「

廉
価
で
誠
実
な
新 

聞
：

」

と

「

勃
興
し
つ

.つ
あ
る
世
代
の
教
育」

と
い
ぅ
一
一
つ
の
要
^

を

も

と

め 

た
。
そ
の
採
用
し
た
方
法
は
、T

特
に
は
労
働
者
階
級
の

.利
害
に

,'
.
.一.般
的
に
は

.
 

社
会
に

.関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
知
識
、
と
.り
わ

.け

.労
働
の
賃
金
、
労
働
者 

.の
習

.償
や
条
件

.お

.よ
び
現
存
の
事
態
に
主
と
し
て
#
与
す
る
一
切
の
原
因
に
，関

. 

す
る
統
計
を
蒐
集
し
、.
獲
得
さ
れ
た
知
識
を
整
理
す
る
：目
的
で
相
互
に
会
い
通
，

ジ
ヨ
ン

•
フ
ラ
ン
シ
ス

•
プ

レ

イ(

三)

.

.

.

.
信

す
る

と

，
い.う
こ
.と」

ソ
で
_あ
.
.っ.
.た
0

要
ず
る
に
協
会
の
活
動
の

.意
図
す
る

^
こ
ろ
ほ

.
暴

力

：も

暴

動

も

と

も

な

わ
 

.:

な

.い

.で
労
働

*^
階
級
の
状
態
に
..お
け
る
漸
次
的
改
良
へ
み
ち
び
ぐ
力
強
い
輿
論 

の
喚
起
と
い
う
こ
と
で
あ
；っ
た
.。r

八
三
七
年
八
月
、
協
会
.が
ら
ニ
人
の
代
理 

者
が
リ

.
|ズ
0

旦
^
に
.ぎ
：.woodIlou.se 

.
 Mo

o
r

 

.
に

お

い

て

労

働

者

階

級

の
 

公

：
の

会

合

が

ひ

ら

；か

れ

た

。

.，：：こ
办

会

合

の

最

初

'の
決

議

は.つ
ぎ

の

よ

う

に

^

言 

し

た

。

す.な
わ

ち

：、
'す
べ
て
の
人
間
は
本
来
平
等
で
あ
り

' 
す

べ

て

.
の

人

間

は 

政
府
に
よ

.0
て
そ
の
法
律
に
た
：い
す
る
暗
黙
の
：服
従
を
承
認
す
る
よ
う
に
期
待 

'.
$
れ
；て
い
る
か
ら
，
.こ
め
会
合
は
自
身
のた

：.

め

に

平

等

な

政

治

的

権

称

と

#'
衡
 

と
を
獲
得
す
る
の
を

.す
ベ
て

.の
人
間
の
義
務
と
み
な
し
て

'い
る
と
.。こ

..

の
決
議 

は
ブ
レ
ィ
の
賛
成
す
る

:̂
こ
ろ
'と
な
っ(

た
.。
： 

k 

....つ.
ぎ
'
に
お
こ)

な
わ

.れ
た

決

議

は

リ

.；
丨

ズ

に

■ w"orking'Men®Association 

を
結
成
す
る
よ
：>0
に

よ

び

，
か

け

た

。

.地
方

委

員

会

が

，
こ

の

；協

会

の

.^'
め

：
：
の
；
規

則

- 

.を
起
草
す
る
目
的
で
組
織
さ
れ
允
。'，ブ
y-

ィ
は
こ
の
委
員
会

.の
一
員
で
あ
り
、
 

の
ち
に
彼
は
そ
の
会
計
主
任
と
な
っ
た

。
：
:

協
会
は
3
丨
ク
：シ
.ア
の

労

働

者

，た
ち
に

.協
会
.に
参
加
す
：る
よ
う
に
ア
ビ
.
Iル 

•^
公
に
し
.た
'
.
:
そ
.：の
，..ー..
.
筒
.に
，つ
#*
の
;«
)
:
.
う
.に
し
.る
さ
れ
て
.い
.る
.。
.
.
；
.

.

「

富
の
生
産
者
た

.る
仲
間
よ
、；.:'
.私
た
ち
は
も
し
も
政
治
的
正

義(Political 

Justice)

"を
獲
得
す
る
な
ら
ば
、：
自
分
の
努
力
の
た
め
に
：存
す
る
絶
対
的
必
要 

を
あ
ま
り
強

X
心
に
感
：じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

。…

.
：

, 

私
た
ち
教

.普
逋
選
挙
権
と
そ
の

..
#
随
事
情
と
：を
目
前
と
し
て
で
は
な
く
手
段 

.と
し
て

_
^
'の
_生
産
者
を
し
そ
彼
め

.努
カ
^
全
報
酬
を
受
取
ヵ
保
持
す
る
こ 

,之
を
結
局
可
能
な
ら
：̂

め
る
よ
う
な
体
制
的
変
化
：へ
向

0
,て
の
：
一
段
赔
と
し
て

i
 

(

一
 1

六
三)



み
.な
す…

…

私
た
ち
は
私
た
ち
の
権
利
の
一
部

分

を

獲

得

し

私

、
^

^

の

激

働

を
 

.購
入

ザ
^
本

の

の

傻

害

が

あ

私
^
ち
自
身
を
膝
護

^-
^
と
れ
本
目
晚
贫
多
歡

^
. 

少
か
れ
職
業
組
合
や
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
，な
ぜ
私
た
ち 

は
同

.一
の
友
誼
の
.原
理
.を
そ

.の
最
大
の
規
模
に
実
行
す
る
ベ
き

'で
な
い
の

•か
、

苽
範
な
政
治
的
団
体
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
た
め
に
私
た
ち
が
努
力 

す
る
権
利
の

—*
部

分

と

同

よ

う

全

体

を

獲

.得

す

る

べ

き

で

な

い

の

か

。

」

.

.;
:
cの
.ア
ビ
ー
ル
は
ブ
レ
ィ
の
起
草
に
な
る
も
の
で
あ
る
。「

政
治
的
正
義」

の 

'用

語

や

.
、
.
全

労

樹

収

益

権

.の
，
思1,
.
^
.
よ
び
へ
チ
ャ
丨
テ
ィ.

ス
.ト
.の
目
^
，で
.あ
る■ 普

.-

..
 

通

;^
挙
権
の
獲
像
を
手
段
と
み
が
す
見
解

.が
注
_
さ
れ
る

0 

厉
^
秋

'
.
.

(

ブ

月
:;
?)

.

.
■
プ

レ

ィ

は

 

Leeds 
"
W

 orking". MenwAssociatioli.

の
'
 

第

--
*
回

総

会

に

私

い

：て
：
講

義

^:
.お
こ
^
-つ
た

。.そ
の

一

節

に

いH

孑

べ

て

； 

の

人

間

は

生

存

す

る

権

利

、
；
：
労

働

す

る

権

利

、

お

よ

：的

労

働

の

成

.果
を

：享

有

す'
 

る
権
利
を

^
つ
-o
J : 「

す
べ
て
め
人
間
の
自
然
権
は
平
等
で
あ
る
ご
ユ
こ
れ
ら

.^;
-
 

権
利
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に

>歳
治

的

変

化

以

上

の

も

の

：が

考

處

さ

れ

：
る

べ

：
き
 

で
ぁ
る
。
、
:
:
.
.
矯
正
：す
ベ
き
社
会
的
な

.ら
び
に
敗
治

_
弊
害
が
あ
名

。'/
：:

.. 

般
民
衆
：が
貧

.し

.い
た
め
.に
彼
等
を
抑
压
す

.る
政
治

^
侧
面
に

^.
い
._てと
司
よ
う

.
 

に

，
：
彼

等

を

賓

し

く

し

て

お

く

社

会

的

金

体

に

お

い

て

変

化

が

必

：要

で

あ

^
:
, 

…

と
い
う
の
は
ノ
社
会
め
現
在
の
組
立
て
は
多
額
の
資
本
を
レ
て
そ
れ
ら
が
協 

力
し
て
労
働
大
衆
を
し
い
だ
げ
る
こ
と
，を
可
能
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ

の
講
義
の
大
部
分

.は
一一

口
ィ
ド

•
プ
リ
チ
ャ

I
ド
の
の
ベ
る
よ
う
に

I
. 

丨
，
、
労
働
の
不
当
な
処
遇』

の
序
文
お
よ
び
本
論
中
に
見
出
さ
れ
'る
は
ず
で 

あ
る
。
 

..

さ
ら
に
同
年
一一

月
に
ブ
レ
イ
は
同
協
会

.の
た
め
に

-.
労

働

者

階

級

^

_
_
_

そ

■

五
.六
：(

ニ
六
四)

,

の
真
実
の
不
当
な
処
遇
と
そ

.の
真
実
の
救
済
策」

つThe workinp.classesr 

their true wrong and their-, true r
e
m
e
d
y
o

と
い
、
：ぅ

題

自

で

講

義

を

お

こ
 

な
い
、
そ

れ

はLeeds 

T
i
m
e
s

に
迚
続
公
表
さ
れ
た
。(

一
.一
^
*-
*
一
、
一
八
,.
'

第

：二
：回

囊

:■
;
:

(

；
_

.会
の
瑰
状
办
考
：̂

-
-
-
#
等

灰

権

利

と

；
平

等
.な
法

律

と

：
を:<
:
^
^
^
^

な

状

態

平

築

な

狀

瓒

の

：
結

果

で

あ

.，

:;
:
?て
原

因

で

ば

な

い

あ

し

.き

政

苻

丨 

.'—

丨
現
在.の
：
社

会

組

織

；が
ら
；
不

对

分

0
ヾ
か
べ
；
の

如

き

不

乎

#:
。
:;
,

.
':
';第
.ー|回
講

義

：

(

~>
:
:
1
月

5
^
^
^
^

:へ
得

は

生

產

者

の

：
損

失

ぜ

あ

：る

>
,
-
^
—
生
席
的
階
級
：の
社
会
的
不
当
処
遇
や
負
担 

と
_並
立
ず
る
政
府
に
ょ
る
彼
等
办
不
当
她
遇
や
負
担

|

前
者
の
：庄
阅
的
過
重 

I

単
な
る
政
府
の
変
化
は
労
働

.者
階
級
に
と

?
て
全
ぐ
無
価
値
で

.あ
る
。

. 

'第
三

：
回

講

義，c 

u
'a
.
s 

化

—
—

..
ロ

バ

ー

ト•
-ォ
-
ゥ
エ

-V
に
よ
つ
：て
-唱
道
さ
れ
た
体
制
の
変
化
は
、
中

.

•

間
的
運
動
な
：し
に
.は
：達

成

：さ

れ

な

い

。

H

0

.

一.段
階

の

考̂

_

経

済

学

者
 

の

失

意

；
と

激

励
.

1
民
主
的
原
理
の
窮
局
の
勝
利
と
社
会
的
、
■'
.
:政
治
的
平
等
の

,'
:
-の
三

- ®
の
.講
義
が

'.
:『

労
働
の)

不
当
な
処
遇』

の
骨
子
と
な
っ
た
こ
と
は
あ 

き
ら

.か
で
あ
る
。

.V
-
Jぅ
'し
て
一
.
八
三
八
年
に
同
書
が
九
分
冊
の
週
刊
で
公
に
さ 

れ
、

M
年

.一'冊
本
と
し

.て
刊

行

さ

れ

た

：。

本

書

に

よ

'つ：て
ブ
レ
イ
は
イ
ギ
リ
ス 

初

期

社

会

主

義

史

上

に

：永

遠

'に
.記
憶
さ

.れ
る
べ：

き
人
物
と
.な
っ
た
の
で
あ

る
.。
.

一
八
四
O

J1.

年
、
ブ
レ
イ
は
本
書
に
た
い
し

.て「

実
行
し
が
た
く
空
想
的」 

と
み
な
す
批
判
に
こ
た
え
て
；T

ュ
I
ト
ウ

ピ
ア
か
ら
の
航

海

：

』
(

r A 
く

与

を

f-3
m Utopia to several 

u
n
k
n
o
w
n

 Regions of the w
o
r
l
d
o

を
^
い

た

が

、 

こ

れ

は

公

刊

し.な
い
で
草
稿
の
ま
ま
保
存
し
た
0(

最
近
、
こ
れ
が
ロ
'イ
ド
•
プ 

y
チ
ャ
ー
ド
に
よ
っ
て
公
：刊
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
献
目
鍅
参
照
。)

こ
こ
で
ブ
レ
イ
の
見
解
に
影
響
し
た
人
々
に
つ
い
，て
言
及
し
て
お
こ
ぅ
。

ジ

a
リ
フ
に
よ
れ
ぱ
，『

労
働
の
不
当
な
処
遇』

中
に
引
用
さ
れ
た
書
物
の
著 

者
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
：る
。(

書
名
は
私
の
記
入
し
た
.も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ 

れ
ら
の
著
者
名
も
書
名
も
ブ
レ
イ

に

よっ
て
明
記
さ
れ
.て
い
な
い
。)

：
：'

■
 

o P
a
t
r
i
c
k
o
o
l
q
u
h
o
u
n
; 

A

 

Treatise o
n

 

汁 he 

w
e
a
H
F
P
o
w
e
r
,

M
 a

n
d

 ..Resources. ..of 

the:. British..Empire. 

1
00
1
.
4
.
.
.

⑵ 

Charles 

K
n
i
g
h
t
;

 

T
h
e

 

R
i
g
h
t

 

of 

Industry. 

100
3
1
, T

h
e

 

...Result 

of 

M
a
c
M
n
e
r
y
.

 

100
3
1
.

.
 ̂

C
o
n
s
t
a
n
t
i
n 

F
r
a
n

woois 

chasselaoe

pi.f . 

y
as
y 

V

〔R
u
i
n
e
s

 

of 

E
m
p
i
r
e
s
.
」
L
e
s

 

niines, 

o
u
m

a'itations 

sur 

les 

Involutions .des 

empires. 

1791.

3

 

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h
; 

A
n

 

I
n
q
u
i
r
y

 

into 

the 

N

'pture 

a
n
d

 

C
a
u
s
e
s

 

of 

the 

w
e
a
l
t
h

 

of

(5
,H

a
r
r
i
e
t

 M
a
r
t
i
n
e
a
u
;

 

Society 

in 

A
m
e
r
i
c
a
.

 

1837.

{6
.D

a
v
i
d

 R
i
c
a
r
d
o
; 

O
n

 the Principles of Political J
l
c
o
n
o
m
y, 

Taxation. 

1817. 

パ

さ
ち
に
ジ
ョ
リ
フ
は
ブ
レ
イ
が
ト
マ
ス

.
ホ
ジ
ス
キ
ン
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ 

:
た

-.
^
し
い
と
の
.べ
、
.
史

た

通

貨

に

：
関

す

る

観

念

や

、
' 完
全
.な
&
会

的

、'
;政

治

的
' 

変

化

が

必

要

で

あ

る

と

い

ぅ

確

信

に

つ

い

て

'
ロ

パ

ー

ト

•
.オ
ー

ゥH

ン
お
よ
び 

そ
の
支
持
者
に
甚
だ
負
っ

.て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
の

.ベ
て
い

?>
r
。

)

.

‘

ジ

3
ン
.
フ
ラX

シ
ス
•
ブ

レ

イ(

三)

.

.
I
'
.
A

三
〇
年
代
の
末
に
ブ
レ

'
.ィ
が
'ォ
I
ゥ

.
H..

ゾ

の
リ
.
丨

ズ

で

の

集

会

に

出

席
 

...
し
た
と
い
う
こ
と

..は
た
し

.か

..に.あ
り
そ
う
な

'こ
.と
で
あ
る
。
.
.
'
ブ
レ
ィ
は
オ
I

ゥ 

エ
ン
を
崇
拝
し
'て
い
'た
。
彼

は

.一
八
：
七

三

年

に

の

べ

：
て

い

る

。
'

:
「

財
産

^
放
棄
し
て
協
同
思
想
を

.確
立
し
、
：
惜
し
み
な
く
働
く
た
め
に
非
常
に 

.
多
く
の

4
.と
.を
：な
ぬ
次

P 
•パ

丨
.ト
‘
オ

1
ゥ
：
チ

ン

は

心

か

ら

の

改

革

者

で

あ
り
、
. 

社
会
の
.弊
害
の
根
底
に
ま
で
ず
ず
ん
だ
。
彼
：.は
.一
づ
-*
つ

が

他

の

も

の

の

上

に

つ
み

か

さ
ね
ら
.れ
た
四
角
な
木
切
れ
-

-

-

-̂

そ
れ
は
労
働
に
依
存
し
労
働
を
茫
迫

す
る
さ
ま
ざ
ま
の
階
級
を
代
表
し
て
：い
る
。_

_
に

よ
っ
て
現
在
の
社
会
組
織 

:

を
説
明
す
る
の
を
つ
ね
と
し
た
パ
彼
の
人
柄
は
背
が
た
か
く
、
や
せ
て
お
り
、

つ
お
.
に
瞑
想
に
ふ
け
々
、
一
温
和
で
、
.
い
.

つ
も
紳
士
的
で
あ
る
よ
う
に
み
え
た
、
 

誰
も
彼
を
尊
敬
し
な
，い
で
は
い
ら
れ
な
か
0

;

5

)

。」

:

.■「

ロ
パ
'丨
ト

.

.オ
ー
ゥ

X
ン

■'
私
は
彼
を
よ
く

1>
:
0;て
い
る
が
人
間
の
向
上
の 

た
め
の
#

力
に
久
し
い
時
と
大
な
る
財
産
と
を
つ
1 '

や
し
た

、
：' 誠
意
の
あ
る
善 

り
き
人
は
、

A
間
の
普
通
の

.生
活

の

外

部

に

計

画

を

提

出

す

る

こ

：
と
：
で
：
あ

や

ま

ち
 

.を

.

.
^
力
：
し

'
た/
:こ
：
れ

は

フ

ー.リH.

に

つ

い.て
も

向

よ

う

で

あ

，
っ
た

.
。

」

.
■'

ブ

レ
：ィ
の
見

解

がオ
ー
ゥ
エ
.，ン
.の
，そ
れ
と
.親
近
性
を
有
す
る
こ

.

と
：：

に
..つ_
"いて
..

は

,'
す

で

に『

労
亂
の
不
当
な
処
遇』

：>-
の
：
書

評

：に

お

.い

て

も

指

示

さ

れ

て

い

た
 

が
安
献
目
録
入
参
照
。)

、
，
'別
論
に
お
い
て

1>
検
討
す
る
予
定
：」 

で
あ
る
。

'と
■>
-,
.'
-
-で'ブ
：.レ
ィ
の
.著
述

.活
動

；
が

当

時

の

：
：
イ

ギ

'-
>
;ズ

社

会'jに
お
.よ
.
*
ほ

し

た

影

響
 

の
一

：
端

を

う

，
か

が

.■う
と
し
よ
う

.。
一
八
：.四
〇

年

代

：に

ィ

ギ

リ

ス

で

.は
"
.
.
»
^
6

日
^
.
_ 

tion 

M
o
v
e
m
e
n
t

が
お
き
た
。

そ
れ
は
リ
ー
ズ
を
中
心
と
し
て
そ

.の
他
の
い
： 

'く
つ
.か
の
諸
都
市
に

■お
'い
..て
設

立

：さ.れ

たwed&mptiop'societ7

に

お

い

て

ノ
，
.v」

v ノ：
 

■ 

^



具
体
化
し
た
？
：協
会
の

.会
員
は
ー
.週
間
に

|
.。へ

—
.ィ
を

寄

付

す

る

よ

う

に

.要

求
 

.さ
れ
、
こ
れ
は
資
本
家
の
束
縛
か
ら
の
労
働
の
救
済(redemption )

の
た
め
に 

用

，
い

ら

れ

る

資

本

元

本

の

：形

成

^
あ

て

ら

れ

る

'
べ

き

で

あ

0
た

。

す

な

わ

.ち

募
 

ら
れ
た
金
額
は
協
同
的
農
場
や
工
場
、：
共
済

_紅
合

の

，管

理

下

に

あ

る

完

全

な

村
 

落
セ
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
を
開
始
す
る
の
に
用
い
：ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
寄
付
者 

は
彼
等
の
投
資

.に

.た
い
す
る
収
益
か
ら
利
益
を
う
け
る

.は
ず

.で
あ
っ
た
。
ま
た 

リ

|
ズ
の
協
会
は
：「

八
四
八
年
に
：

South 

W
a
l
e
s
'

に

cooperative.

■，
'
S
1丨
 

o
n
yを
た
て
た
。

こ
の
運
動
は_

_
コ

ー
ル
の
の
べ
る
と
こ
：ろ
：に
よ
^

|

共
済
組
合
と
誨 

同
思
想
と
を
む•
す
び
つ
け
る
く
わ
だ
て
で
あ
っ
た
が
、
オ
ー
ゥ

H

ン
主
義
と
，ブ 

レ.V

と
に
大
い
に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
°

運
動
の
最
も
卓
越.し

.
た

理

論

家

で

あ
 

る

F
-

 

R
.

 

L
e
e
s

 

.は
ブ
ー
レ
イ
の
思
想
，
な
か
ん
ず
く
オ
ー
ゥ
ェ
ン
时
な
完
全
.な 

共
同
体
に
い
：た
る
過
渡
的
段
階
と
し
て
の
株
式
会
社
組
織
案
に
よ
っ
て

影

響

さ
 

れ
.

た
.。
 

'

へ
？

；

.

. 

.

.

こ

の

連

動

は

一

一

八

四

〇

年

代

：
に

'さ
.ら
：に

い<'
:
つ

か

，
の

類

似

の

小

規

模

な

実

験
 

を

く

り

.か

え

ず

こ

と

で

拡

大

し

た
が
、
し
か
し

.つ
い
.に
相

：互

的

利

益
.の
支

給の
-
 

た
め
：の一

種
の
共
済
組
合
に
か
わ
り
、

一.
/ \

五
〇
年
代
に
消
滅
し
た
。

フ
ラ
ン
.
 

ス
：の
婦
人
社
会
主
義
者
、
.
.
.

Flora... Tristan

..(1803

1

1
00

4
4.

)

.の
田
心
想
ば
.一

-同 

じ

く

コ
I

ル
の
の
ぺ
る
と
こ

.ろ
に
よ
れ
ば_

_

ブ̂
レY

^
w
e
d
e
m
p
t
l

o'nist
の 

そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、

彼
女
が
後
者
か
ら
直
接
に
影
響
，を
う 

け

た

か

ど

う

か

：
は

あ

ぎ

：ら

か

，で

な

.い
。「

一
八
.四
0
年
、
ブ
レ
イ
は
.ル
イ

•
フ
ィ
リ
ッ
。フ
政
権
下
の
フ
ラ
ン
.ス
を
追
放
：
 

さ
.れ
た
教
養
の
あ
るER

.

か
ら
フ
ラ
シ
ス
語
を
ま
な
ん
だ
。
彼
は
よ
む
.

と
は
で

'

.■'
V

.

■

'
:
'

 

五
八 3

六
六

>

き
た
が
、
は
な
す
：こ
.と
は
で
き
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
遺
品
中
^
尤
フ 

ラ
.シ
ス
語
学
習
の
練
習
帖
が

.見
出
さ
.れ
た

* 

彼
は

,
然
科
学
に

.た

.い
す
る
興
味
を
い
だ
い
て
い

.た
。

同

じ

一

八

.四

〇

年

に 

彼
は

.『

航
空』

；(

••.'Aerial 

N
a
v
i
g
a
t
i
o
n
o

と
い
う
標
題
.の
草
稿
を
か
き
あ
げ 

た
。
掃
米
後
：一
八
四
八
年
に
こ
の
草
稿
はp

l
i
a
c

の

=Jacksonian 

V、
と 

.'-sws

r.ES.. (VOL ,11 ....No..'28' .NOVV22
.
)

紙
上
に 

s
.
^
p
.
2.
g
w
t
i
o
n
.
.

 of

.
 the 

A
i
%

と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
；。(

草
稿
は
図
解
さ
れ
て
い
る
の
で
よ
り
広
範
で
あ 

る
。)

E. 

p
l
u
r
i
b
u
s
a

目m. 

N
o
v
.
,
1
4
.

100
4?°
と

み

ず

か

ら

署

名

し

て

い
 

る
。
.こ
の
掲
載
紙
は
ブ
レ
イ
に
よ
つ
て
保
存
さ
れ
、

ァ
ナ

.
ブ
レ
イ
か
ら
.ア
グ 

"
ス

•
>
>グ
リ

.ス

.へ
お

く

ら

そ

め

每

真

版

が

L
.
S
.
E
•
に
あ
る
。

:

も
ラ
ー
''
つ
、
彼
の
自
然
科
学

.へ
：の
.関
心
を
示
す
も

.の
と)

し
て
同
じ
一
八
四
〇

.
 

年
に
か
か

'れ
た
，.：『

永
久
連
動』

.-perpetual .Motion 
:
と
い
う
標
題
の
他
の 

.草
稿
が
あ
る
。
こ
れ
は
公
刊
が
く
わ
だ
て
ら
れ
た
の
み
で
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま 

ILabadie

o
o
l
l
e
c
t
i
o
n
r

fe
^
，

t
^
^
<
-
—
-
>f
x

v

y

,

t

Q
-<
る
よ
う 

に
1

1
八

四

〇

年

に

：
ィ

ギ
y
ス
、で
三
〇
歳
の
ブ
レ
イ
が
飛
行
機
を
最
初

.に
着

.
 

想
し
た
と
い
う
こ
と
は
法
目
さ
れ
る
。
:被
は
独
学
で
は
お
つ
た
が
，_

科
学
的
精 

神

の

も

ち

ぬ

し

で

あ

：
つ

/た
よ

う

：で

あ

る

。

そ

れ

は

ま

.た

ブ

レ

イ

の

家

で

発

見

さ
 

•れ
た

資

料

中

に

1

八

四

一

年

に

Liverpool 

Mechanics
，
Institute

で

な 

さ

；れ.た
科

学

の.講
義

に

関

す

る

.切

抜

き

や
N
,蔵
書
中

にLiebig,

の

：
o
tr
i
丨
 

istry and 

its 、Application
、

や 

Wenton 

の

"Th
e

 D
e
l
s
e

 

in 

the

Light of
.
 M

o
d
e
r
n

 sc

s-nce 

5
,が
.あ

0
た
こ
と
に
よ

.つ
て
も
立
証
さ
れ
る
。

こ
の
自
然
科
学
に
た
い
す
る
彼
の
関
心

.が
の

ち

に『

来
る
ベ
き
時
代』

(

=The 

ccmingl Age.:vl
oo5

5
)

に
お
け
る
神
秘
主
義
批
判
と
な
る
。

.

r

八
四
.二
年
春
ブ
レ
イ
は
帰
米
を
決
意
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
，力
I
に
よ
れ 

ば
,

H『

労
働
の
不
当
な
姓
遇
.

』

の
出
版
と
し
て
：.の
失

敗

：：
：
：
出

版

費

用

，七

0 

碎
中
僅
少
な
額
し
か
回
収
：で
き
な
か
ら
た
こ
と
，
窟

刷

業

に

多

数
め
失
業
考 

d

,だ 

ぉ 
％

一
八
四
ニ
年
四
月
、
ブ
レ
イ
は
備
米
に
さ
き
だ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
数
週
間
滞 

在
し
た
。
彼
は
パ
リ
が
気
に
い
り
ロ
ン
ド
ン
を
は
じ
め
と
し
て
彼
の
し
る
ど
の 

都
市
よ
り
も
よ
い
と
し
た
。
.こ
の
間
.
彼
は

&

&
ぼ

3
0
7疼
の

；De

 

I

f
 

des. ouvriers 

3 
や H. F. R

:

 de la 

Mennais 

の 

5 

parols 

d
d
n 

croyant 

3
を
購
っ
た
。
ブ
レ
イ
の
か
き
こ
み
の
あ
る
こ
れ
ら
の
書
物
が
イ
ン 

グ
リ
ス
に
よ
っ
て
ブ
レ
イ
の
家
で
発
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発 

見
史
に
お
い
て
し
る
し
た
...
と
.こ
ろ
で
.■あ

る
。

フ
.レ
イ
は
'V

っ
た
ん
五
月
末
に
イ
ギ
リ
ス
に
か
え
り
、
.

ア
メ
リ
カ
.(

.ポ
ス
ト■ 

ン)

に
つ
い
た
の
は
七
月
で
あ
っ
た
。：
ち
ょ
ぅ
ど
ニ
〇
年
間
の
不
在
.の
の
ち
ま 

た
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
が
は
じ
ま
る
。

.

注

：

： 

- 

.

(

4-) 

pricllard. pp. 

,
00
1
9
.
に
拠
る
*
.
.

(

5)

P
H
H
. 

Cole; 

op. 

c
r

p. 132. 

A. L. 

Morton <& G. Tate 

V The 

British Labour Movement, 1770-192PA History. 1956, p
,

00
2
.

(

6) 

M. Hovell; 

The Chartist Movement. 

1925. pp. 60-61.

d

.1

八
八
五
.
4
H
S
'a
一
六
日.*IN

レ
イ
生
誕
日
に
.お
け
る

=Detroit .News- 

記
者
と
の
.会
見
記
に
よ
れ
•は
、ブ
.レ
イ
は
記
者
に
.つ
ぎ
の
よ
ぅ
..にか
.た
っ
て
い
る
。
.

.「

チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
や
労
働
^
運
動
が
公
衆
.の
.こ
こ
ろ
を
煽
動
し
は
じ
め
た
と 

き
、
私
は
興
味
を
も
っ
た
観
察
者
と
な
っ
た
。
私
は
私
が
手
を
お
き
え
た
あ
ら
ゆ
.

ジ
.
3ン
•，フ
ラ
シ
シ
ス
•
ブ
レ
.イ

.

(

三)

.

る
経
済
問
題
に
関
す
る

-#
物
を
熱
：心
に
む
：さ
ぼ
り
よ
ん
；だ
、
私
と
同
印
輩
の
他
の 

も
の
た
ち
、が
ビ
ー
ル
店
'で
彼
.等
の
時
を
ブ
ラ
ブ
ラ
す
ご
し
て
い
た
あ
い
だ
、
私

.3
: 

賃
労
働
者
を
な
や
ま
す
弊
害
の
源
を
発
見
し
そ
れ
を
い
や
そ
う
と
こ
こ
ろ
み
つ
つ 

.

.あ
っ

^
。
私
が
当
時
私
の
経
.験
と
観
察
と
を
耝
立
て
た
見
解
は
た
だ
強
固
に
な
る 

ば
■か
り
で
ぁ
l^
m

..
:私
'
&
1ー
〇
歲
に
な
る
以
前
.に
私
は『
罾
働
の
不
当
な
処
遇
と 

労
働
の
救
済
策』

に
つ
い
て
.

1

冊
の
書
物
を
か
い
た
、.
そ

し

て

労

働

新

聞

べ

©.
私 

の
書
翰
に
お
い
て
私
'か
：
同

書

で

設

定

し

た

と

同

一

：
の

方

向

'を
維
承
し
た
。」(

H
r
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w
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1
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(

8)

ち
.な
み
に
本
書
の
成
立
過
程
に
.つ
い
て
プ
レ
ィ
の
自
伝
で
の
べ
て
い
る
と
こ 

ろ
に
よ
れ
ば
、
彼

はt
r
a
mpism

の
研
究
办
当
初
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と 

し
て
共
和
'^
を

買

い

か

ぶ

る

偏

見

：に

お

：ち

..い
づ
て
い
た
の
で
、
労
働
者
の
災
厄
の
- 

原
因
を
.君
主
制
と
貴
族
制
と
に
も
と
め
'
そ
れ
ら
に
.た
い
す
る
謀
叛
を
考
え
た
よ
：
 

う

で

あ

る

。

こ
.
う

い

う

意

図

で

書

物

.を
か
き
つ
づ
け
た
が
、
た
ま
た
ま
ア
メ
リ
カ 

の
実
情
を
か
え
り
み
る
こ
と
.で
考
え
が
か
わ
っ
た
。「

ボ
ス
ト

ン
に
も
大
勢
の
乞 

食
や
貧
乏
人
.や
失
業
者
が
い
る
！ J

共
和
制
.は
大
衆
に
と
っ
て
の
雇
傭
と
よ
い
社 

会
的
条
件
と
の
問
題
で
は
、
君
主
制
に
く
ら
ベ
て
だ
ん
ら
す
ぐ
れ
て
い
な
い
と
い 

う
重
大
な
事
実
に
彼
は
想
到
し
た
。「

こ
の
発
見
は
彼
に
と
っ
て
大
打
擊
で
あ
っ 

た
。
..す
べ
て
の
骨
折
り
は
無
駄
に
な
づ
た
。
彼
は
な
に
も
解
決
し
て
い
な
か
っ 

た
。
.彼
ば
.ま
た
新
規
に
は
じ
め
な
け
.れ
ば
な
ら
な
い
ご(

B
s
'
c
a
n
v

 

p. 

4
8
.

) 

(

9)

.
リ
カ
丨(

ド
；『

原
理』

か
ら
へ
の
引
用
文
は
つ
ぎ
の
如
く
で
；あ
る
。

(

ジ
ョ
リ
フ 

.
に
よ
る
。

)

l

i :

五

九

a

一
六
七)
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⑴
'。「

资
本
：は
、
::
'
:
1
国
の
窜

.̂
う
ち
ノ
生
產
.に
相
用
さ
れ
る
部
分
で
智
夕 

衣
服
•
•逍
具
、
原
料
，
機
政
な
ど
、
労
働
を
し
て
有
効
な
ら
し
め
る
に
必
要
な 

も
の
よ
..り
な
る
。j 

(principles.'Gonner

09*edition.‘.P. 

72

•
.
'
.
堀
経
夫
訳
.、
八

'
. 

.六
頁
。L

a
b
o
u
r^

wrongs, 

p. 197.)

..

⑵

「

人
口
が
生
活
維
持
手
段
を

a：
迫
し
つ
つ
あ
る
と
き
、

唯
一
の
救
済
策
は
、

.

人
民
の
減
少
か
、
あ
る
い
は
よ
り
.急
速
な
資
本
の
#
積
か
で
.あ
る

。」

'
.

(princr 

: 

.nles 」
pp.. .76 

丨 77.

.'訳
、
九

，.ー',頁
。へ Labour

w-, ..wrongs.' p... 197.)

:-:

:⑶
'
-,
需
要
は
生
産
に

-J
：
っ
て
の
み
制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.ー
国
に
，お

い

て 

使
用
さ
れ
え
な
い
資
本
額
は
全
く
な
い
。」

(

セ
ー
か
ら
の
引
用
。'principles.

-p.. 273.:...

訳
、
.
.—.
一.

一.1

六
頁
。
.

Labo
与 V
 wrongs. P

,
197.)

..

⑷

「

一
国
の
富
は
ニ
^
の
方
法
で
增
加
名
れ
う
る
’
す
な
わ
ち
そ
れ
は
生
産
的

' 

労
働
の
維
持
に
収
入
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
さ 

れ
う
る
、
あ
る
い
は
、そ
れ
は
な
ん
ら
労
働
の
附
加
的
分
量
を
使
用
し
な
い
で
、

同
一
の
分
贽
を
よ
り
生
産
的
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
さ
れ
う
る
。」

•
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訳
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1
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1
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3
1
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1
>
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:
1
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(5
)

「

公
衆
を
本
位
自
体
が
こ
う
む
る
変
化
以
外
の
通
貨
の
価
値
の
あ
る
他
，の
：変

.
■
 

'

.
化
に
た
い
し
て
保
金
し
、
そ
し
て
同
時
に
最
も
出
費
の
か
か
ら
な
い
一
媒
介
物
'

を
も
っ
て
流
通
を
お
こ
な
う
こ
と
.は
、
通
貨
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
最
も
完
全
な
'
.

 

状
態
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
るV

 .(principles, .p. 344..

訳
、
三
九
七
頁
。
 

Labourvwrongs.:p... 198.)

(6
)
.「

す
べ
て
の
時
に
；お
い
て
、：
そ
れ
を
生
産
す
る
の
に
骨
折
と
労
働
と
の
同
一 

の
犠
牲
を
要
す
る
商
品
の
み
が
、
不
変
な
の
で
あ
る
。」

(principles, p. 260..

訳
、
.
ニ 
九
九
頁
。
'
 Labours 

^
,
w
,
0
W
M
^
W
. 

p. 

100
9
.
}

ち
な
み
に
.
^
ョ
リ
フ
は
リ
カ
ー
ド
の
ブ
レ
ィ
に
た
ぃ
す
る
影
響
を
最
小
に
み
っ

.も
る
.ロ 

I ウ
工
.ン
ソ
し
ル
.
.

(

«Lowenthal; The. Ricardian Socialists. 1911
， 

Chap. 

V, 

V
I
.
)

を
批
判
す
る
た
め
に
右
の
詳
細
な
引
用
を
お
こ
な
っ
た
ょ
ぅ
で 

あ
る
於

Q
O
S
®
.
. 

P
，
4

-* 

.. 
ロ ote 3,)

、.こ
れ
だ
.け
.で
•は
ロ
ー
ゥ
エ
シ
ソ
I
ル
の
見
解 

” 

i

も
.：っ
：と

も

-れ
4:
明
確
な
論
証
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
'は
い
え
な
い
が—

.：
 

の
批
判
と
し
て
不
*
.殳
で
あ
る
。
.リ
カ
ー
ド
と
リ
カ
ー
ド
派
社
会
主
義
と
の
関
係 

は
後
者
の
性
格
規
定
に
と
ら
て
—-
.つ
.の
重
要
な
問
題
で
.あ
る
。

さ
し
.あ
た
り
以 

.下
を
参
照
。
'
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(

10)

コ
ー
ル
は
ブ
レ
ィ
の『

労
働
の
不
当
な
処
遇』

を
特
徴
づ
け
て「

オ
ー
ゥ
ヱ 

ン
主
義
プ
ラ
ス
ホ
ジ
ス
キ
ン」

と
の
べ
て
い
る
。

0.
0
1
1
0
0
1<1
>
; op. 

c
i
r

p.

,133:)

.ま
，た

',
！•反
資
本
主
義
：の
経
済
学
と
才
丨
ゥ
エ
ン
主

'義

者

の

協

同

体

学
説
と 

へ
の
タ
ム
ス
ン
的
綜

合

.1
-
.
と

も̂,
ベ

て

い

る

。

(P.

1
100
.

)

(

11) 
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Item. 23.

な
' 

お

ど
0
論
説
ヤ
.ブ
レ

ィ

は■さ
ら
.に
.、Macauleyv Brougham, Oastler, cobbett._ 

Q
c
o
n
n
o
r

に
つ
い
て
如
評
言
を
の
べ
て
い
る
。V

o
L

日.
I
t
e
m
10

:

に
お
け
る 

ィ
ン
グ
リ
ス
の
覚
書
参
照
。
.
:V

12)
_ steps, to .Ref om...
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 (Ms).

.'
'
100
9
4 へ Bray. Material. ..VOL.
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*Item,

5° 

JolMe. p.,13.

13) 

G
P
H
. 

Cole; 

op, 

c
i
r
p
. 

130.

な

お135, 

100
6
-
7
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初

期

マ

ル

ク

ス

研

究
.

に

お

け

る

ひ

：と

：
つ
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の

問

題
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^
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■
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一.

八
四
八
年
の
革
命
前
夜
に
お
け

.

る
マ
ル
ク
ス
と
エ

.

ン.

ゲ
；ル.

スj

(
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r
w
i
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3

に

お

げ

る

力
ー
ル

マ

.ル
ク
ス
の
伝
記
的
研
究
は
、.
古
一
く
は
フ
ラ
ン
ッ

)

メ
ー
リ
ン
.ク

-(

1) 

(

2) 

■

の
古
典
的
業
績
や
力
丨
':ル
'

•

フ
ォ
ル
レ
ン
.ダ
.丨

の
哲
学
的
省
%

さ
ら
に

E 

.

,

.(

3) 

： 

.
 

:: 

S
 

;

H
,'
«
ヵ
ー
の
，.ユ

-
|ク
.介
研
究
も
し
く
は
リ
，ャ
ザ
ノ
フ
の
簡
潔
な
伝
記
な
ゼ
を

は
じ
め
、
す
ぐ
れ
た
著
作
が
沙
く
な

.い
。
'そ
し

.て

.今

も

な

お

多

く

の

佞

^

^

書

か
れ
，
そ
れ
ら
を
加
免
る
な
ら
ば
.、

マ

ル

ク

ス

研

究

は

実

に

枚

挙

に

い

^
.
ま

な

.し
と

い.わ
：な

け

れ

ば

な

ら

な

V
。
最
近
で
は
と
く
に
，1

八
四
八
年
の
革
命
を

一.頂

点

と
.r
r

る
い
...
わ
.ゆ
^:
'

初

期

マル
'ク
，
スK

か

，ん
す
る

業

績

が

」

つ
.
ぎ

つぎ
と
.あ
ら

わ
れ
邦

-^
-̂
れ
っ
づ
あ
る
め
は
注
^
ヤ
べ
^
で
ぁ
ろ
ぅ
。
',
:

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

V
. 

....

初
期
マ
ル
ク
ス
研
究
に
お
け
る
.ひ
と
つ
の
問
題

./
,

真
正
社
会
主
義

"

、.

の
»

釈̂

つ
い
弋

':
:

:

.

“

'
.

:

:飯

'
,''
'
';

.

.

.

.

.
•
.
.
.
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.

.

.

.
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■
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.
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.

.

.

.

.
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.
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- 

ぃ.
-
I 

'

♦ 

..... 

-

•

初
期
マ
ル
：ク
ス
も
し
く
は
：マ
ル
，ク
，ス
主
義
の
定
礎
期
と
も
い
ぅ
べ
き1

八
.四

'
八
'年
の
.革
命
以
前
の
：研
究
、
，：そ
の
思
想
形
成
史
な
V
し
.マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

V

の
：
生

成

過

程

に

：
か

ん

：す

る

研

究

は

：

つ

ぎ

の

い

：く

つ

か

の

傾

向

に

わ

げ

る

こ

と

が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
ノ
た
と
え
ぱ
、
ジ

ェ
ル
ジ

-
■
ル
ヵ
ー
チ
の
研

.
究
の

:̂
.ぅ
'に
、：'

「

ベ
.
1ゲ
.ル
.主
義

を

克

服

し

、
，
さ

.ら
に

'フ
ォ
ィ
'エ
.
.ル4
ノ
ッ
.
.ハ.
.を
も

_

こ
先
ズ
唯
物
弁
証
法
の
基
礎
を
含
ず
く
に
至
名
過
程
と
单
命
的
民
主
主
義
か
ら

ぺ

科

学

的

社

会

住

義

，
へ

と

進

む

泰

展

七

の

関

連

)

の

把

握
.'
'
'
:1'
阔
上
：の

成11^

程

と

一
政
治
上
：
の

成

長

過

程

と

の

必

然

的

な

統

一

v
t目
指
し
て
苦
闘
す
る
マ

.ル
：ク
.ス
の

.-
■

精
神
形
成
史
を
と
り
あ
つ
が
ぅ
も
の
で
あ
っ

て

、

主
と
し
て
哲
学
的
•
思
想
的

-■
'

な
侧
面
の
追
求
が
免
ず
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

•

- 
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